
に、信頼性、透明性を世の中は求めている。 
・ヒューマンセントリックは一社では提供できない。産学連携、産産連携、ベンチャーも含
めて強みを持ち寄り、エコシステムを作ることが必要、というビジネスのパラダイムシフ
トが起こっている。そのためには目的志向、共通善、「何のためにお客様にこれを提供す
るのか」ということが重要になる。

・将来のビジョンを信頼するかどうか、という調査では約７割がイエス。ビジネスリーダー
の大きな社会的目標に対する回答は、軒並み高いパーセンテージで肯定的である。SDG
ｓを組み込んだビジネスリーダーの方が成果を上げたという結果もあり、目的志向のビ
ジネスの重要性を示している。

・同様に組織作りにおけるワークライフバランス、オープンイノベーションのエコシステム
といった、ヒューマンセントリックな目的志向を採用したビジネスリーダーの方が成果
を上げている。 

・デジタル・トランスフォーメーションへの進行状況における最大の課題は人材が居ないこ
と。計画段階と実行段階で必要な人材も違う。 

・その人材育成に必要な考えは、「イノベーション＝人」、即ち発想力や共感等であるという
こと。最も必要なことは、正しい質問を投げかけ、正しく答えることである。何のために
やるのか、という一番大きな問いを突き詰めることが本質を見極めることとなり、哲学の
領域となる。デジタルの時代だからこそ、人がやることが重要となっている。

・自分一人では何もできない。多様な人と一緒に、同じ目的に向かってやっていくことが重
要。その中でデザイン志向のアプローチが有効になってくる。「オープンイノベーション
＝イノベーションのための共創を起こす場の提供を行うということ」である。

・アメリカのオープインイノベーションゲイトウェイ（OIG）を運営している方から日本の
強み・弱みを分析してもらった。強みの一つに茶道・武道の「守・破・離」が挙げられて
いて、これを教育に活かしてはどうか。具体的には「wise action」に基づいて学んでいく
と良い。「守」は分かっていることをちゃんと学ぶ。「破」は過去に学びつつも自分の道を
作っていく。「離」はそこから離れることでイノベーションが生まれる、ということであ
る。これにより、wise な個人が増え、wise な組織が増え、wise な国家になっていく。

・今の若者は入社２年目で６割が会社を辞めたいと思っている。このような若者たちをいか
に活かして企業・産業界を発展させていくかは、我々大人のミッションと考える。 

４．パネル討論 
ファリシテーター：小林傳司（日本学術会議第一部会員、大阪大学理事・副学長）
パネリスト：モンテ・カセム（前掲）、平田オリザ（前掲）、梶原ゆみ子（前掲）、

白木夏子（HASUNA 代表取締役）、 
迫田雷蔵（日本経済団体連合会教育問題委員会企画委員、株式会社日立アカデ

ミー代表取締役社長）、
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松尾泰樹（文部科学省科学技術・学術政策局長） 

（本項、敬称略） 
小林 先ずは本パネルからご参加の迫田氏、白木氏、松尾氏から自己紹介を兼ねたコメント

をお願いしたい。 

迫田 デジタル時代にどうやって人材育成をしていくのか。経団連では産学で人材育成の
委員会をやっているが、相当な誤解がお互いにあるなという実感があり、ようやく表
に出て議論できるようになったと感じている。 
本日の講演は大変勉強になった。カセム先生の話では、大学の可能性は相当あると感
じた。 
平田先生の地方をどう考えるかについて、国公立と私学の間には差があり、中でも地
域間に差があり、大学は必ずしも一本ではない。率直な意見を出さなければ解決策が
出てこないだろうと感じ、今日のお話はヒントを頂けた。 
梶原先生には、産業界を代表してご講演頂いてありがたいと思っている。 

白木 株式会社 HASUNA の代表をやっている。ジュエリーブランドで、２７歳で起業した
もの。 
大学時代に貧困問題を研究し、当初は国連職員になりたかった。後に南インドの
NGO にインターンした際、アウトカーストの皆さん、つまりモノづくりの末端であ
る貴金属業界の末端の鉱山労働者を目にした。そこで見た経験が今の起業に繋がっ
ている。 
貴金属の経済力となる金、石、レアメタルがアウトカーストから来ている現実がある。
一日１ドル２ドルの賃金で、子供も学校に通えないような労働環境があり、これをビ
ジネスで何とかできないかと考え、起業した。身に着ける人も現地に居る人も笑顔に
なれるようなブランドを作りたい。そのため現地に自分やスタッフが行って、児童労
働が無いか、森林破壊、水質汚染が無いか等をチェックしている。直接行けない時は
国際認証を取っている鉱山などと取引し、安全・安心なジュエリーを提供している。 
小さなベンチャー企業でも、大学で学ぶことや大学のデータは求めている。新興国の
貧困層で何が行われているか、業界を変えていくためのデータは大学を頼りにした。
そういうことがもっと進めばいいと思っている。 
若い人材は重要と考えており、インターンの学生を受け入れている。当社にインター
ンをした後は、目を輝かせて起業を望む学生が多い。

松尾 現在は科学技術政策を担当しているが、前職は高等教育局にもいた。また、就職協定
時は学生課長でもあった。 
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学生が減っている中で進学率が上がっている。この結果、多様な方が大学に居り、大
学のやることは大変になっている。このため、色々なところとの連携がマストになる。
また、文理を脱却して様々なことをやっていかなければならない。では何をしていく
か。卓越大学院を作ったり、情報教育を初等中等教育から導入したりしている。 
学生をどう教育していくか。学生は非常に真面目でとても勉強している。今の学生は
変わっており、企業の人事部長にはその学生の強みを理解して欲しい。学生にワクワ
ク感を与えるため、産学のプロジェクトに参加してもらいたいと思って動いている。
「とびたて JAPAN！」の留学生プロジェクトでは、外国に行って戻ってきた学生は
目の色が違う。気づき・ワクワク感を学生に提供できれば嬉しい。
地方の人材不足については、東京に行って戻る流動化や IoT で遠くでも仕事ができ
る仕組み等が重要である。また、そのようなことを可能にする学生プラスαの大学教
育が必要である。
起業と大学の在り方については、近年、企業の中央研究所が縮小し、その役割を大学
に求めている。それが大学と産業界、そして若い世代のモチベーションになれば良い
と思う。

小林 迫田氏、先ほどのお話の中で産学で誤解があったとは？ 

迫田 産業界も一枚岩ではない。人材のイメージが各企業で違い、古い人材を求める企業も
ある。これはグローバル化とデジタルディストラクションの浸透具合で変わってく
る。このため、バラバラのメッセージを社会・大学に発してしまっている。 

小林 カセム氏は、大学は不条理を受け入れる余地が必要ではと講演された。最近はムーン
ショット型研究の意識も出てきている。このような中で、大学が適切に不真面目な要
素を回復するのには何が必要か。

カセム 「正しく不真面目」というより、「楽しく真面目」が必要。発想を何かに向けて誘
導し、志の高い目標に向ければいい。それが指導教官の役割ではないか。 

平田 ２０１３年の高校演劇大会では不条理演劇が多かった。これは高校生たちが東日本
大震災を経験して、生き残った理由が何も無かったことによる。当時の学生は非常に
優秀である。それは、自分たちが生き残った根拠が何も無いと感じていたから。これ
は学問にとって非常に重要なことである。それを受け入れてニヒリズムに陥らない
ためにはどうすればいいかが重要。課題に対して絶望するのではなく、絶望から出発
しなければならない。これを経験するための一つの役割が芸術であり、だからこそリ
ベラルアーツで芸術は大きな位置を占めている。 
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私が卒業した ICU（国際基督教大学）は非常に勉強させられるが、遊びと両立は可能
であった。課題はシステムをどうするか。学生をどう自立させていくか。現在は高校
間の格差が広がっていて、育ってきた環境も違う。大人との接触の機会もまるで違う。
コミュニケーションは慣れるのが重要である。ところが優秀な学校はアルバイト禁
止でその機会を奪っている。このような様々なマダラ状の学生が一気に大学に入っ
て来る。これでは初年度教育は難しく、少人数でないと無理である。 
発達障害の子をどうするかという課題もある。大学が文科省の指導でアクティブラ
ーニング化すると、発達障害が顕在化する。このような多様性に私たちの場がどう応
えるか。 

 
小林 生き残った根拠がないのは非常に深刻。２０１１年の震災を経験した学生は、相当意

識を変えた状態で社会に出てくると思うので、注目に値すると考える。 
 
梶原 不条理を言うときに、インクルーシブカルチャーを活用出来るのではないか。失敗を

活かし、試行錯誤しながら次のステップに行くことが重要。そのためには個人と組織
の両輪で変わらなければならない。 
発達障害は企業の中にもいる。ダイバーシティを受け入れ、様々な属性をお互いに尊
敬しあいながら仕事できることが重要。 

 
小林 産業界にどんな悩みがあるかを聞かせて頂いて、大学とはそう遠くないと感じた。方

向付けや志、「何のために？」という問いが全ての講演で共通して重要だった。何の
ために共創しなければならないのか。 
白木氏は志を元に動いたというお話だった。大学にはそのために必要なデータがあ
ったということだが。 

 
白木 起業の際、大学で学んだことは大きかった。業界を説得する材料に大学で得た数字、

データが大事だった。大学で得た知識は全く無駄でなかった。これらに基づいて当社
が先んじて展開した SDGｓ的な取り組みは、今日の様々な企業が企業アピールとし
て当然に取り組んでいることであり、意義はあったと感じている。 

 
小林 大学の役割をどう定義するか。カセム氏は、現在の大学は評論家型すぎるのではとい

うご指摘だった。白木氏は、シンクタンク的な存在の大学に言及された。 
それらに関連する会場からの質問が来ている。「カセム氏の講演にあったような産学
共創により大学の公共性が保てるのか心配である」というもの。大学が企業と共創す
れば、知財を保護しなくてはならなくなり、世界の大学と議論することも、新興国や
国内に技術を自由に提供することも出来なくなるのではないか、と問うている。 
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カセム 志を共通に認めると、功利主義的な問題は出てこない。皆が、これによって社会が
良くなる、ということに燃えることが重要。知財をどうするかは悩ましいが、私は知
財を自分が持たないことにしている。すると楽だった。知財を守ることで時間を無駄
にしている。知財は得意な企業人を信用して人に任せる。このためには、みんな一緒
になる接着剤が必要であり、接着剤は人間性である。それは自分の心を豊かにするも
のに求めなければならない。功利主義を超えて機会を与えられるか、志が高いところ
に意義を与えられるか、ということだと思う。 

小林 公共性に関しては、平田氏が豊岡の大学は観光・文化に責任を持つとお話された。大
学の公共性においては微妙なバランスになると思うが、この責任とはどのようなニ
ュアンスか。 

平田 知財で言うと、著作権保護が TPP で死後５０年から７０年に延長した。劇作家とし
ては出来るだけ上演してもらいたいのでそれは長すぎると考える一方、ソ連初期は
完全に著作権が無かったため、作家は作品を作らなくなった。ある程度競争が無いと
作家は作品を作らなくなってしまう。このように知財・著作権は普遍的なものではな
く、ましてこれからのデジタルの時代、全ての情報が人類の共有財産化されてしまう
現在では、今までの感覚では無理だろう。 

  質問への回答としては、戦後日本は教育委員会の独立性が強かった。しかし現在の地
方は極端な少子化となっていて、教育政策は教育委員会だけには任せられなくなっ
た。都会でも公私立で生徒の偏重が起こり、これは教育委員会だけでは対応不能であ
り、政策が関与しなければならない。例えば医学部は大学病院を持っており、地域医
療に責任を持つ。教育の独立も大切だし、公共性も大事であるが、公共性の意味が変
わってきているということを前提として大学を考えなければならないというのが自
分のスタンスである。 

カセム 先進諸国が新興国に知財を持っていくという考えが間違っている。知財を新興国
向けにカスタマイズする中でブレークスルーが生まれる。これが新しい価値を生む
が、そういうことには大学は得意でないので、経団連のような信頼性のあるパートナ
ー企業とやっていくのがいい。日本国内の大企業と小さな企業の間でも同じ問題が
生まれ、信頼関係が重要である。 

小林 梶原氏、大学の公共性について何かありますか。 

梶原 知財をやっている頃はひたすら守る、守るだった。しかし現在はオープンイノベーシ
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ョンの時代であり、知財の在り方は変わってきていて、画一的ではない。それぞれの
パネリストが考える知財のエリアも違い、政策含め十把一絡げの話ではないと思う。
実際は個々に向き合い、日本的な「三方良し」を貫くのが良い。 

小林 会場からの質問で、「大学の事業をはじめ、日常生活の全てにコスパを持ち出す人が
増えています、どうにかならないでしょうか」、というものがありました。松尾氏か
らお願いします。 

松尾 余裕と時間と無駄の積み重ねが人生の楽しみと思う。コスパを心のパフォーマンス
と考えるべき。文科省の中でも、笑顔を忘れないようにしたい、という話をしている。
笑顔になれる仕事が良く、笑うから楽しいのである。そのために評価の軸を多様にし
ていく。大学も論文評価だけでなく、学生をどう笑顔にしたか、どんな人材を育成し
たか、失敗をどう活かしたか、等を評価していく。 

迫田 いくつもの評価軸が必要だが、コスパを考えないのも良くないと思う。日本が弱くな
ったところも、一つには製品にコスパを意識しなかったことにある。例えば、「アマ
ゾンで買えるもので出来ないとイノベーションではない」、という考えがある。その
ようにコスパの感覚無くしては、これまでのプロダクトアウト型のやり方を続けて
しまうだろう。 

小林 コスパにはある種の浄化作用があるということですね。技術者・研究者の暴走を現実
に引き戻す力がある。 

白木 経営者としてコスパは常に考えるが、自分の会社は現地を見たり工房に行ったり、業
界の人から見ればコスパが悪い。しかしそこに介在するロマンや人間らしいことを、
モノづくりをする者して大事にしたい。環境問題などはコスパを考えると出来ない。 

梶原 コスパをやることはやるし、やらないことはやらない。自分が何を重視し、判断する
かが大切。自分とは違うことを一旦受け入れて、違うならやらないで良いのではない
か。 

平田 フランスは２０代後半から芸術監督に予算を与えて劇場を経営させ、将来的にトッ
プになるエリートを時間をかけて育てていく。日本はそれをせず、いきなり学長など
のトップになってしまう。本来は日本も２０代後半くらいから育てなければならな
い。 
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カセム コスパというものが、一つのバウンダリーコンディションを設定するものだと考
える。時系列で変わるものなので、所与のものと考えてその時々で判断すれば良い。
ただコストについては、お金や時間、パフォーマンスとしては感動、満足等、複数の
指標で見るのが良い。複数の指標で満足出来れば社会的にやった方が良いのではな
いか。 

小林 ありがとうございました。大学もコスパで見る有力官庁がある中で、この質問があっ
たので気になった次第です。全体としてバランスよく見る必要があるが、コスパが有
効に機能する面もあるというお話であったかと思います。 
皆さま、最後に一言ずつお願いしたい。 

カセム 発想豊かなものが出てきたときに、広めるために中立のインターフェースが必要
である。これがないと産学共創を本格的に活かせず、これをどうやって作っていくか
が課題。 

平田 冒険もアートもイノベーションも新しいものを作るもの。しかし目新しいと、新しい
は違う。センスがあるものは、やってみせられると追随したくなる。感動を伴わない
とイノベーションにならない。感動を作るような大学を作りたいと考えている。 

梶原 社内ではダイバーシティワークフォース、インクルーシブカルチャーと言っている
が、多様な人たちが認め合って、産学が対話を進めてより良い世の中にしていくのが
重要。若い人たちがワクワク出来るような環境を整えていかなくてはならないので、
是非、皆さんと一緒に夢のある日本にしたいと思う。 

白木 大学で学んだことが役に立つのか疑問に思う学生も多いと思うが、自分は大学のこ
とを役立てる形で起業出来たことが改めて認識できたし、学生たちに伝えていきた
い。 

迫田 大事なことは、課題をちゃんと見つけて、どういう未来を作っていきたいか。社会、
企業、個人がどうやって一本に繋がるか。自分の悩みから繋がるもので、社会がどう
変わっていくか。どういう課題と向き合うかを産学で思考していけば、新たな世界が
広がると感じている。 

松尾 生きるにあたって、ワクワク感と幸せ感が重要。そのために産学官プラットフォーム
が重要と考える。人生１００年時代にあたって、大学を含めた地域をプラットフォー
ムにする時、何度も学べるプラットフォームが必要である。これは今の大学では無理
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であり、大学・企業・自治代が一緒になれなければならない。このために、言葉だけ
ではなく人の流動化が重要と考える。 

小林 本日は産学対等に人材について議論するという問題意識から始まって、全ての課題
を解決するという訳にはいかないものの、様々な知見が得られた。産業界としては、
ビジネス目標を社会目標にしていくことが真剣に課題としていることが、大学サイ
ドとしてもよく理解できた。また、大学も in society から for society となることが問
われていることを受け止めた。 

  全体総括は山極会長にお譲りするが、最後に、本登壇者全員が大学の卒業者であるこ
とに鑑み、大学の人材育成は成功しているということを伝えてパネルを閉じたいと
思います。本日はありがとうございました。 

５．全体総括と閉会挨拶（山極壽一 日本学術会議会長、京都大学総長） 
・今回は産学の問題を話し合った前回シンポジウムとは違う内容で、本質的な話が出来たと
思う。 

・カセム氏の講演は、大学のでたらめさを企業と連携すると面白いという意見だった。そう
いうものを中立的なプラットフォームに乗せて創造性豊かな旅をしましょうという呼び
かけだった。産学で理解しあうのは重要だが、まさにこのようなスタンスをしっかり持ち
たいと思った。

・平田氏の講演は、世界から人を迎え入れるための国際化、というのが印象に残った。日本
を国際化の舞台にするという提言だと思う。日本から世界の人々を呼び込んで課題を解
決し、一緒に地球を良くしていく。そこに地域創生の鍵が眠っている。そのためには文化
政策における水平分業を行わなければならないが、出来ていない。文化はこま切れではい
けない。総合的な視野が必要であると改めて思った。

・梶原氏の講演は、デジタル化時代に居るという問題意識から、守・破・離という日本の暗
黙知を創造性に繋げると良いのではないかという提言であった。これはまさに私も考え
ていることで、産業界も大学の方を向いてくれているのだと感じて心強く思った。

・大学は面白いこと、多様性が出てくる場所でないといけない。思いついたことが出てくる
場所でなければいけない。学生が海外に行って、異文化理解とは、異文化であるというこ
とを理解することであると分かった、ということがあった。これと同様、産業界と大学も、
大学に居る個人も、それぞれ違うことをやっているという理解から始めた方が良い。だか
らこそ連携も出来るし、違うものを持ち寄って新しいものを創造できる。

・日本の大学や産業がだめだ、だめだと言っていては、低く見られ、搾取の対象になってし
まう。もっと自信を持って強みを結集し、世界の先頭に立つことを意識すべきではないか。
そして、先頭に立つなら世界を考えて動くという意識をもつべきではないか。その意識に
SDGｓは有用である。
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・SDGｓは政治、行政、産業、利益を考えない大学等がプラットフォームで繋がる際、良い
目標になる。そこで新たな知を呼び起こし、実装すれば、研究者としても本望になる。自
分が気付かない自身の研究の SDGｓとの関連性を、ビジネスマン、行政マンに見つけて
もらうのも良いのではないかと思う。

・今の若者の人生観は大きく変わっていて、複線的な人生観を持っている。若者たちは色々
なところで能力を発揮していくことを望んでいる。その力を開放してあげられるような
プラットフォームをいくつも作ることが、学術界と産業界が協力して出来ることではな
いか。平田氏は新たに作る大学がその主役になることを語り、カセム氏はそのプラットフ
ォームに言及し、梶原氏は企業がその受け皿になることを示唆して下さったように思う。 

・本日のような対話を繰り返しながら、学術界と産業界がどういう形で強みを発揮出来るか
考えていきたい。 

以上 
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  来場者 アンケート結果 回答総数 81 回答率 48.2%
申込み数 参加者 参加率

事前 215 158 73.5% 2.年齢層
当日 10 男 55 20歳未満 0 東京 43
報道 女 23 20～29歳 5 埼玉 6
合計 215 168 無回答        3 30～39歳 8 千葉 4

40～49歳 10 神奈川 16
登壇者 10 50～59歳 28 茨城 0

60歳以上 28 上記以外 10

無回答 2 無回答 2

東京 59 会社員 38 自然科学 32

埼玉 2 自営業 2 社会科学 17

千葉 1 公務員 5 人文科学 3

神奈川 5 団体職員 8 その他 16

茨城 0 大学教職員 21 無回答 16

その他 11 小中高校職員 0

無回答 3 学生・生徒 1

その他 4

無回答 3

所属団体からの案内 28 ある 42 大変良かった 54

日学からの案内 43 ない 38 まあまあ良かった 23

新聞・雑誌 0 無回答 1 あまり良くなかった 2

友人・知人 5 まったく良くなかった 1

その他 9 無回答 1

無回答 0

参加する 61

参加しない 0

わからない 15

無回答 5

6.今後、日学がこの問題を
更に議論す講演会を開催し
たら参加したいか

1.講演会を知った経緯　※ 2.今までの参加 3.内容について

日本学術会議主催 学術フォーラム
「産学共創の視点から考える人材育成」

※ 複数回答可

1.性別 3.住まい

4.勤務地 5.職業等 6.専門分野

アンケート調査結果

資料１－３
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平成31年4月19日開催　日本学術会議主催 学術フォーラム
「危機に瀕する学術情報の現状とその将来　Part2」

アンケート集計結果

0

5

10

15

20

25

30

２０歳未満 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０歳以上 無回答

0

5

8
10

28 28

2

年 齢 層

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

東京都 埼玉県 千葉県 神奈川県 茨城県 その他 無回答

43

6
4

16

0

10

2

居 住 地

所属団体等から

の案内

33%

日本学術会議から

の案内

50%

新聞・雑誌

0%

知人・友人

6%
その他

11%

無回答

0%

講演会を知ったきっかけ

所属団体等からの案内

日本学術会議からの案内

新聞・雑誌

知人・友人

その他

無回答

55

23

3

0 10 20 30 40 50 60

男

女

無回

答

性 別

男

女

無回

答

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

ある ない 無回答

42

38

1

これまで日学の講演会に参加された事は?

32

17

3

16

16

0

5

10

15

20

25

30

35
自然科学

社会科学

人文科学その他

無回答

専門分野

性 別

年 齢 層 講演会を知ったきっかけ

今まで参加された事は居 住 地

専 門 分 野
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0

10

20

30

40

50

60

東京都 埼玉県 千葉県 神奈川県 茨城県 その他 無回答

59

2 1
5

0

11

3

勤 務 地

会社員

46%

自営業

2%
公務員

6%

団体職員

10%

大学教職員

26%

小中高校教職員

0%

学生・生徒

1%

その他

5%

無回答

4% 会社員

自営業

公務員

団体職員

大学教職員

小中高校教職員

学生・生徒

その他

無回答

職 業 別

大変良かった

67%

まあまあ良かった

28%

あまり良くな

かった

3%

全く良くなかった

1%

無回答

1%

講演会の内容について

大変良かった

まあまあ良かった

あまり良くなかった

全く良くなかった

無回答

0

10

20

30

40

50

60

70 61

0

15

5

今後、日学がこの問題を更に議論するとしたら参加するか?

ア する

イ しない

ウ わからない

ウ 無回答

講演会の内容について勤 務 地

職 業 別 今後も参加する?
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№
設
問
５
）
　
今
回
実
施
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

設
問
７
）
　
今
後
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

設
問
８
）
　
そ
の
他
気
づ
い
た
点

1
産
学
を
大
局
的
に
横
断
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
間
教
区
。
発
想
を
豊
か
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
産
学
同
席
の

対
話
の
場

ど
ん
な
方
々
が
ご
参
加
さ
れ
て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま
し
た
。

2
途
中
参
加
で
す
が
、
パ
ネ
ル
討
論
は
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
特
に
カ
セ
ム

さ
ん
の
提
言
は
素
晴
ら
し
か

っ
た
。

S
N
S
、
ク
ラ
ウ
ド
時

代
の

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の

在
り
方

質
問
紙
も
よ
い
が
、
T
w
it
te
rや

Q
R
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
質
問
を
受
け
て
は
？

ま
た
、
内
容
が
良
い
の
で
、
期
間
限
定
で
良
い
の
で
動
画
配
信
す
べ
き
で
あ

る
。

3

3
月
7
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
出
て
い
た
「
ト
ッ
プ
同
士
は
合
意
で
き
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
け
ど
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
共
創
や
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
が
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
な
い
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
葛
藤
や
そ
れ
を

乗
り
越
え
た
例
等
が
知
り
た
か
っ
た
。
今
回
の
内
容
は
、
先
進
例
を
知
る
こ

と
は

で
き
た
が

、
若

手
研

究
者

の
ナ
マ
の

声
を
聴

き
た
か

っ
た
。

産
学
共
創
に
実
際
に
か
か
わ
っ
て
い
る
若
手
を
よ
ん
で
い
た
だ
き
、
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
や
研
究
活
動
に
お
け
る
障
壁
や
葛
藤
、
そ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え

た
か

の
体

験
談

、
さ
ら
に
大

学
や

企
業

に
求

め
る
サ

ポ
ー
ト
な
ど
の

要
望

に
つ
い
て
は
な
し
を
き
き
た
い
で
す
。

提
言
に
つ
い
て
だ
い
ぶ
合
意
形
成
と
浸
透
は
進
ん
だ
の
で
は
？
こ
れ
か
ら

は
概
念
や
あ
る
べ
き
論
で
は
な
く
、
提
言
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
現
場
レ

ベ
ル

の
問

題
点

（
共

創
が

な
か

な
か

進
ま
な
い
障

壁
(3
/
7
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で

出
た
話
）
）
の
議
論
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

4
国
際
、
地
域
、
産
業
と
い
う
３
つ
の
視
点
で
の
講
演
者
を
選
ん
で
い
た
だ
い

た
の

が
良

か
っ
た

大
学

教
育

の
在

り
方

を
さ
ら
に
掘

り
下

げ
て
ほ

し
い
で
す

初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
（
や
は
り
、
芸
術

関
連
の
有
力
な
方
の
お
話
は
必
須
だ
と
思

い
ま
す
）

5
今
般
の
人
材
育
成
と
い
う
産
官
学
共
通
の
悩
み
を
共
有
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

平
田
先
生
が
パ
ネ
ル
で
提
言
さ
れ
て
い
た
、
大
学
、
研
究
機
関
の
管
理
職

の
計

画
的

育
成

に
つ
い
て
、
大

学
院

や
企

業
で
の

育
成

を
交

え
て
の

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す

6
リ
カ
レ
ン
ト
系
の
話
題
も
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
（
経
産
省
の
社
会

人
基
礎
力
の
こ
と
な
ど
も
含
め
て
）
イ
ン
ド
人
学
生
の
実
態
が
い
わ
ゆ
る
”
若

者
論
”
だ
っ
た
の
が
、
少
し
残
念
だ
っ
た

Io
T
時
代
の
国
際
協
力
、
国
際
政
治
関
連
／
Z
世
代
：
み
れ
に
あ
る
世
代
の

実
情
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
方

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
都
債
、
も
う
少
し
明
る
い
と
良
か
っ
た

7
平
田
オ
リ
ザ
氏
の
観
光
論
、
そ
こ
に
大
学
が
か
か
わ
る
と
い
う
視
点
、
話
し

ぶ
り
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

若
手
研
究
者
の
育
成
に
つ
い
て

山
極
総
長
の
お
話
、
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

8
言
葉
の
フ
レ
ー
ズ
（
少

子
高

齢
化

、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
に
ま
つ
わ

り
つ
い

た
固
定

観
念

や
イ
メ
ー
ジ
を
払

し
ょ
く
す
る
柔

軟
性

の
必

要
性
を
感
じ
た
。
(1
)

新
興

国
を
T
e
st
B
as
e
に
。
(2
)共

同
体

を
強

め
る
学

力
民

活
と
は

何
か

。

新
し
い
視
点
を
得
る
企
画
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ス
パ
は
大
学
に
は

あ
る
程
度
は
必
要
だ
が
、
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
な
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

う
。

9
・
人
を
大
切
に
す
る
視
点
が
重
要

・
こ
の
2
0
年
、
人
件
費
下
げ
た
こ
と
が
内
需
の
落
ち
込
み
を
起
こ
し
た

外
需
と
内
需
の
関
係
、
高
度
成
長
の
原
因
分
析

日
本

が
c
*
*
ｔば

っ
か

し
考

え
、
米

国
の

bu
si
n
e
ss
施

行
、
欧

州
の

IS
O
,a
c
ad
e
m
*
*
指
向
で
、
遅
れ
始
め
て
い
る

1
0

世
の
た
め
人
の
た
め
人
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人
間
、
人
の
役
に
立
つ
人
間
、

そ
の

基
礎

を
作

る
大

学
教

育
で
あ
れ

企
業
が
求
め
る
学
生
「
人
間
力
」
「
自
立
す
る
立
派
な
日
本
人
」
を
育
成
す
る

大
学
教
育

企
業
に
と
っ
て
必
要
な
専
門
知
識
は
入
社
し
て
か
ら
企
業
が
行
う
人
間
の

基
、
根
っ
子
が
で
き
て
い
な
い
学
生
は
使
い
物
に
な
ら
な
い

1
1

ど
れ

も
空

回
り
し
そ
う

組
織

の
「
か

ら
ま
わ

り
」
に
つ
い
て

w
if
iと
混

線
と
を
お
願

い
し
た
い

1
2

大
学

は
研

究
と
教

育
を
区

別
で
き
る
体

制
に
し
、
両

方
と
も
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を

徹
底
す
る
。

徹
底
的
に
飛
び
級
を
実
行
す
る
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
当
然
準
備
し
て
お
く
）

B
2
B
2
C
の
最
終
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
＊
＊
＊
考
え
る
べ
し
（
産
学
官
で
言
う

ニ
ー
ズ
は

C
の
も
の
で
は
な
く
な
ん
中
の
B
で
す
）

・
「
日
本
で
は
、
ど
の
程
度
自
由
に
発
想
で
き
る
場
に
な
っ
て
い
る
か
？
」
そ

の
後
の
制
約
と
な
っ
て
い
る
F
ac
to
rs
は
何
か
？
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

・
日
本
発
の
S
D
G
し
ゃ
ど
う
あ
る
べ
き
か
（
国
連
発
で
は
な
い
）

・
産
学
の
学
は
大
学
の
み
で
し
ょ
う
か
？
→
高
校
、
中
学
、
小
学
、
幼
保
育

園
、
親
（
保
護
者
）
の
教
育
は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
？

・
日
本
発
だ
け
で
な
く
、
中
立
な
立
場
を
と
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
考
え
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。

・
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
東
京
（
百
歩
ゆ
ず
っ
て
少
数
帝
大
）
に
集
中
し
て

較
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
→
灯
台
方
式
を
横
展
開
で
き
な
い
？

・
生
の
世
界
を
経
験
し
、
実
践
の
裏
付
け
を
で
き
な
い
と
、
境
界
条
件
だ
ら
け

の
理

論
だ
け
で
は

F
ac
to
rs
が

無
限

個
あ
る
上

の
世

界
で
は

役
に
立

た
な
い

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
経

験
し
、
腕
を
磨

く
必

要
が
あ
り
ま
す

1
3

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
は
も
っ
と
財
務
省
の
緊
縮
財
政
と
闘
っ
て
ほ
し
い

大
学
の
株
式
会
社
化

1
4

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た

教
育
評
価
、
S
D
G
と
教
育

1
5

楽
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
材
育
成
と
の
関
連
が
も
う
少
し
適

格
だ
と
あ
り
が
た
か
っ
た
。
誰
の
た
め
の
人
材
育
成
か
。
社
会
の
た
め
？
企
業

の
た
め
？

他
人

の
た
め
？

あ
る
べ
き
デ
ジ
タ
ル
社
会

1
6

コ
ス
パ
の
議
論
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
、
か
つ
て
”
自
分
た
ち
の
〇
〇
”
だ
っ

た
も
の
が
、
”
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
機
関
の
１
つ
”
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
が
多
い
よ
う
に
感
じ
あ
る
。
例
え
ば
”
大
学
”

発
達
障
害
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
―
特
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
共
創
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参

画
に
つ
い
て
。
ま
た
発

達
障

害
の

上
司

を
持

っ
た
時

、
ど
う

対
応
す
べ
き
か

1
7

様
々
な
視
点
で
人
材
育
成
を
見
つ
め
ら
れ
た
。
産
学
官
だ
け
で
な
く
、
国

際
、
地
域
創
生
、
A
Iと

い
っ
た
分
野
に
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
参
考
と

な
っ
た
。

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
新
た
な
見
解
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№
設
問
５
）
　
今
回
実
施
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

設
問
７
）
　
今
後
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

設
問
８
）
　
そ
の
他
気
づ
い
た
点

1
8

想
定
と
は
異
な
る
観
点
、
話
題
で
の
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
参
考

と
な
っ
た
。
人
材
育
成
と
い
う
テ
ー
マ
の
幅
広
さ
・
裾
野
の
広
さ
を
改
め
て
実

感
し
た
。

産
学

間
の

人
材

流
動

性
に
つ
い
て

科
学

技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政

策
の

在
り
方

に
つ
い
て

1
9

昭
和
3
0
年
代
の
学
校
教
育
の
ゴ
ー
ル
は
一
流
企
業
な
ど
に
入
社
す
る
こ
と

を
目
指
す
人
材
を
育
て
て
き
た
。
そ
の
た
め
「
地
元
か
ら
離
れ
ふ
る
さ
と
に
は

戻
っ
て
こ
な
い
人
材
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
分
析
に
共
感
し
ま
し
た
。

生
の
オ
リ
ザ
氏
と
生
の
山
極
氏
の
話
が
聞
け
た

2
0

大
学
が
社
会
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
け
る
の
か
、
新
し
い
視
点
を
見
つ
け
ら

れ
た
。
地

方
に
夢

を
与

え
る
方

法
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
い
た

広
大

接
続

、
特

に
人

材
育

成
（
S
T
E
M
）
に
つ
い
て

2
1

大
学
も
企
業
も
問
題
意
識
は
若
手
に
投
資
す
る
、
と
い
う
の
は
正
し
い
と
思

う
資
料
・
デ
ー
タ
が
暗
い
、
4
u
pで

見
え
に
く
か
っ
た
た
め
、
H
P
等
で
u
pい

た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い

2
2

ス
ピ
ー
カ
ー
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
切
り
口
の
視
点
が
シ
ン
ク
ロ
し
な
さ
そ
う
で
絡
ん

で
い
た
と
こ
ろ
が
面
白
い

人
文
科
学
分
野
で
の
産
学
連
携
の
在
り
方
、
欧
米
の
実
例
に
学
ぶ
と
い
う

テ
ー
マ
で

2
3

遠
い
の
で
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
が
、
関
心
は
あ
り
ま
す

や
は
り
人
材
育
成
が
大
事

2
4

１
．
企
業

の
研

究
者

あ
る
い
は
研

究
所

と
大
学
の

役
割

分
担

を
ど
の

よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
？
目
的
の
違
い
は
？
双
方
が
出
口
戦
略
に
こ
だ
わ
る
と
、

多
様
性
と
長
期
的
競
争
力
が
失
わ
れ
な
い
か
？

２
．
経
団
連
は
大
学
に
対
し
て
博
士
人
材
を
求
め
て
い
る
の
で
す
か
？
官
僚

も
企
業
も
優
秀
な
人
材
を
大
卒
又
は
マ
ス
タ
ー
卒
で
採
用
し
て
、
留
学
さ
せ

た
り
博
士
号
と
取
ら
せ
て
い
る
。
学
生
も
任
期
付
き
研
究
者
よ
り
も
企
業
に

就
職
し
た
方
が
生
活
が
安
定
す
る
し
、
テ
ニ
ア
ン
が
取
れ
る
と
は
限
ら
ず
、

勉
強
が
仕
事
に
直
結
す
る
の
で
、
企
業
就
職
を
望
む
研
究
職
に
残
っ
て
も

文
科

省
の

競
争

的
研

究
資

金
が

得
ら
れ

る
分

野
の

研
究

を
せ

ざ
る
を
得

ず
、
好
き
な
研
究
が
で
き
な
い
。
就
職
し
て
企
業
か
ら
テ
ー
マ
を
与
え
ら
れ
る

の
と
変
わ
り
な
い
。

３
．
産
学
共
創
に
お
い
て
、
大
学
の
公
共
性
は
保
た
れ
る
の
か
？
(1
)特

許
が
あ
る
の
で
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
世
界
の
学
会
で
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
(2
)特

定
の
企
業
か
ら
委
託
研
究
を
受
け
た
場
合
、
税
金
も
使
っ

て
研
究
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
成
果
を
競
合
企
業
に
提
供
で
き
な
く

な
る

「
産
学
共
創
」
す
る
と
大
学
の
企
業
研
究
所
化
が
進
み
、
出
口
戦
略
に
結
び

つ
か

な
い
研

究
や

学
問

の
研

究
者

は
研

究
資

金
を
得

ら
れ

ず
、
多

様
性

が
失
わ
れ
、
1
0
年
～
2
0
年
後
の
日
本
の
競
争
力
が
著
し
く
失
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

企
業

に
と
っ
て
は

も
は

や
自

前
で
研

究
所

を
持

つ
余

裕
が

な
い
。
研

究
者

一
人

を
雇

う
金

を
大

学
に
委

託
研

究
費

と
し
て
与

え
て
、
そ
の

研
究

室
を
自

社
の
研
究
所
の
よ
う
に
使
え
れ
ば
安
上
が
り
だ
。
独
立
法
人
化
し
た
大
学
に

と
っ
て
も
委
託
研
究
費
は
あ
り
が
た
く
w
im
-
w
im
の
関
係
だ
が
、
は
た
し
て
そ

れ
で
い
い
の
か
？

2
5

国
際
感
覚
の
あ
る
先
生
方
の
お
話
は
、
日
本
の
産
学
官
の
取
り
組
み
に
欠

落
し
て
い
る
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
。

人
材
育
成
に
つ
い
て
、
議
論
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
た
め
、
さ
ら
な
る

一
歩
に
向
け
た
議
論
を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

2
6

「
対
等
な
対
話
」
、
人
材
育
成
、
若
者
へ
の
着
目
、
地
域
再
生
、
大
変
面
白
い

着
眼
点
で
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
「
人

を
育
て
る
」
と
い
う
点
で
多

く
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

講
演

さ
れ

た
３
人

の
方

の
レ
ジ
ュ
メ
は

配
布

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま

す
。
女
性
の
参
加
が
少
な
い
の
が
少
々
残
念
で
す
。

2
7

モ
ン
テ
カ
セ
ム
氏
と
白
木
夏
子
氏
の
理
解
の
レ
ベ
ル
が
違
い
す
ぎ
て
、
大
事

な
論
点
が
ぼ
け
た
よ
う
に
感
じ
る
。
途
上
国
は
「
か
わ
い
そ
う
」
で
は
な
い
。

S
D
G
ｓ
は
か
わ
い
そ
う
な
人
を
救
う
取
り
組
み
で
は
な
い
。

ど
の

営
利

団
体

に
も
政

府
に
も
所

属
せ

ず
、
自

由
に
企

画
で
き
る
学

術
会

議
な
ら
で
は
の
企
画
を
お
願
い
し
ま
す

2
8

あ
ま
り
産
学
共
創
的
で
は
な
い
話
で
し
た
。
個
々
の
話
は
そ
れ
な
い
り
面
白

か
っ
た
が

。
梶
原
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
が
欲
し
か
っ
た

2
9

人
口
減
少
時
代
の
人
材
育
成
は
極
め
て
重
要
。
A
I化

が
な
さ
れ
て
も
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
人
材
の
必
要
性
は
不
変

雇
用
政
策
と
リ
ン
ク
し
た
人
材
の
育
成
や
It
o
化

3
0

ア
メ
リ
カ
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
高

等
教

育
、
欧

米
／

ア
ジ
ア
の

ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
教
育

3
1

出
演
者
の
話
は
興
味
深
く
、
よ
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

3
2

人
材
育
成

3
3

梶
原
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
理
想
的
で
、
現
実
の
日
本
企

業
を
表
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
て
、
本
質
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
残
念
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№
設
問
５
）
　
今
回
実
施
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

設
問
７
）
　
今
後
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

設
問
８
）
　
そ
の
他
気
づ
い
た
点

3
4

オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
、
国
際
共
同
研
究

3
5

多
様
性
に
富
ん
だ
登
壇
者
か
ら
発
信
さ
れ
る
共
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
考
え
さ

せ
ら
れ
る
も
の
、
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

3
6

み
れ
に
あ
る
世
代
、
Z
世
代
と
交
わ
れ
る
機
会
（
意
見
交
換
）
が
あ
れ
ば
よ
い

の
で
は
？

3
7

「
お
も
ろ
い
」
人
材
育
成
に
期
待
し
ま
す

3
8

「
産

学
共

創
の

視
点

」
を
知

り
た
く
て
参

加
し
た
が

、
産

学
官

の
方

が
パ

ネ
リ

ス
ト
で
あ
る
以
上
の
こ
と
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
（
参
加
前
は
、
産
学
の
溝

の
解

消
策

や
理

想
的

な
産

学
協

力
に
よ
る
教

育
に
つ
い
て
の
議
論
を
期
待

し
て
い
ま
し
た
）

3
9

地
方

創
生

や
人

材
育

成
に
つ
い
て
は

、
若

者
と
そ
れ

以
上

の
世

代
の

間
の

温
度
差
な
い
し
持
っ
て
い
る
意
識
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
差
を
感
じ
ま
す
。
育
成
す
る

側
と
育
成
さ
れ
る
側
が
議
論
す
る
場
を
設
け
て
も
よ
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

私
自
身
は
3
.1
1
時
に
大
学
１
年
で
し
た
が
、
ま
じ
め
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま

じ
め
に
な
ら
な
け
れ
ば
生
き
延
び
ら
れ
な
い
と
い
う
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
ま

す
。

4
0

S
o
c
ie
ty
5
.0
／

超
ス
マ
ー
ト
社

会

4
1

地
域
課
題
に
取
り
組
む
大
学
教
育
（
開
学
）
を
目
指
し
て
い
る
平
田
オ
リ
ザ

氏
の

考
え
方

や
熱

意
に
心

を
打

た
れ

ま
し
た

4
2

パ
ネ
ル
の
時
、
途
中
か
ら
人
材
育
成
の
テ
ー
マ
と
少

し
ず
れ
て
い
る
議
論
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
少
し
残
念
で
す

4
3

震
災

を
経
験

し
た
学

生
の

価
値

観
に
言

及
さ
れ

た
平

田
先
生
の
コ
メ
ン
ト
が

印
象
的
で
し
た
。
若
い
時
に
”
志
”
を
考
え
た
、
そ
の
後
、
何
を
す
る
人
に
な
る

か
、
産
学
で
も
見
守
り
た
い
と
思

っ
た

4
4

地
方
創
生

4
5

産
学

共
創

を
同

じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
前
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
も
に
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

4
6

産
学
官
合
同
で
の
開
催
は
良
い
こ
と
と
思

う
の
で
、
こ
の

よ
う
な
機
会
は
増

や
す
べ
き

4
7

学
の
領
域
が
旧
来
よ
り
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ
る
が
、
産
は
ど

ん
ど
ん
狭
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
か
ど
う
か

が
疑

問

4
8

大
学
で
教
授
を
し
て
い
る
が
、
産
業
界
＆
行
政
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
少
な
い
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